かごしま材料学研究会　第９回技術講習会

薩摩伝統・地産の技術・工芸　

Part I：薩摩焼と薩摩の水車
日時：平成２９年１２月６日(水）

場所：鹿児島大学学習交流プラザホール（２階）午後１時から
主催：かごしま材料学研究会

共催：日本材料学会九州支部，協賛：鹿児島大学機器分析施設

後援：鹿児島県，鹿児島市

参加：公開講座をかねますので，どなたでも無料で参加できます。参加申込は添付の申込書を用いるか，氏名・所属・連絡先・見学会参加の有無を下記までお申込ください．

鹿児島大学 前田義和　電子メール maro@mech.kagoshima-u.ac.jp

※　日本材料学会九州支部のホームページ（http://kyushu.jsms.jp/）から本行事案内をご覧ください．申込書もございます．

　鹿児島には，薩摩焼，大島紬，薩摩錫器，種子鋏，薩摩切子，仏壇など，それぞれに歴史をもった伝統の工芸があります。また今日では殆ど見られませんが，暮らしや産業に多くの水車が用いられていました。加えて鹿児島ならではの火山灰やガラス性の火山灰であるシラスを利用した地産の技術も発展しつつあります。本「薩摩伝統・地産の技術・工芸」のシリーズではこうした伝来かつ地場の技術・工芸について学んでまいります。今回は，薩摩焼と水車のお話をトピックスと致しました。また「ものづくり」にとって何より大切なのは素材です。これらを分析する施設をご紹介します。ご関心のある方はご参加ください。なお，出席者の人数を把握するため，別紙にあります参加申込書をメールまたはファクスにてお送りください（いただきました情報は外部には出しませんが，講習会の変更等のお知らせや次回の案内に利用することがあります）。

司会　鹿児島大学教育学部　深川和良

１３：００　開会の挨拶　鹿児島大学工学部　中村祐三

１３：０５　薩摩焼の伝承，変遷と現代の魅力

　　　　　　　荒木陶窯　荒木秀樹　氏

１４：１０　休憩

１４：１５　薩摩の水車とエネルギー資源としての展望

鹿児島大学工学部　名誉教授　門久義　氏

１５：２０　閉会の挨拶

１５：３０　鹿児島大学機器分析施設見学

　　　　　（希望者のみ（申込先着順20名）,１６時まで）

※ご講演には質疑応答の時間を含めています。

注意：郡元キャンパスの駐車場はほぼ満杯のため，学外からお越しの場合，できるだけ市電，バス等のご利用，あるいは，大学周りの駐車場をご利用いただきますようお願い申し上げます。

会場・アクセス

鹿児島大学郡元キャンパス東門から入ってすぐ．

鹿児島中央駅より市電，バスにて約15分

　　　　（市電：唐湊もしくは工学部前，バス：法学部門前もしくは鹿大正門前）

　　　　JR指宿線郡元駅より，徒歩10分

[image: image1.png]




かごしま材料学研究会　第９回技術講習会

薩摩伝統・地産の技術・工芸　Part I：薩摩焼と薩摩の水車
参加申込み書

申込（問い合わせ）先：前田義和

　　　　鹿児島大学工学部機械工学科　

　　　　電話：099-285-8286，ファックス：099-250-3181

　　　　電子メール：maro@mech.kagoshima-u.ac.jp

	ご氏名＊
	御社名・貴学校名
	ご所属
	ご連絡先
	見学会参加＊＊



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


＊同一の所属から複数のご参加の場合には，代表者のみご連絡先をお書きいただき，他の方はお名前と所属に「同上」の記載だけでよろしいです。

＊＊見学を希望される場合には○をお付けください．施設の都合上，先着順で２０名と致します．
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会場：学習交流プラザ
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